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8月 5日

今年で3回日の取組となったこのフィールドワーク

に初回から参カロしてきました。全国からの参カロ者は、

地元広島を含め初回は 20名、昨年,ま 19名、今年|す

12名でした。

戦時中「国策」として行われた中国人強制連行の事

実は、この広島においてもあまり知られていません.

戦争末期国内の労働力不足を補うため日繊 在、日本

軍、日本企業が一体となつて実施した犯罪行為で九

中国から強制連行した中国人3∞ 人は、安野発電所建

設工事で過酷な剛動に従事し、満足な食事も与えられ

ず、けがをしても治療さえ受けさせてもらえず、広島

での被爆死を含め 29人がこの異郷の地できくなりま

した。

参加者は、猛暑の中、収容所跡地、工事現場跡、「安

野 中国人受難之碑」などを歩き、説171を開き、強制連

行 強制労働の爪痕を辿っていきました.

平和公園を出発し、最初に訪れたのは「安野 中国人

受難之碑Jで現 行きのバスの中では 1ヽつ「50年

目の叫び―広島・安野への中国人強制連行の真相Jを

鑑賞し、歴史的経過や基礎知識を学びました。バスを

降りて、今も中国電力が稼働させる安野発電チのそば

にある「受難之碑」に行きました。

工事を請け負つた西松建設との和解の後、和解事業

のひとつとして建立されたこの碑には360人の名前が

刻まれており、「こうした歴史を心に刻み、日中両国の

子々孫々の友好を願つてこの砕を建立するJと記さ
`

ていま丸 歴史的事実を継承し 曰中友好、平ホロヘ0
カにしていかなければならないと強く思いました。

西松建設裁判は、1998年に広島地裁に提訴され、歴

史的事実を認め、受難者・遺族に対する謝罪、補償を

求め始まりました。21X19年の和解の成立まで 11年も

の歳月が力
"ヽ

りました その裁判闘争の過程や裁判に

原水爆禁止世界大会広島大会フィールドワーク

r安野発電所への中国人強制連行・

中国人被爆の歴史を歩く」

スクラムユニオン・ひろしま 土屋 み どり

いたる前の活動についても、川原洋子さん (広島安野

中国人被き者を追悼し歴史事実を継承する会)たちの

粘い強い闘いがあつたことに心より敬服しま現 強制

連行・強制悧動 被爆の実態解明、訪中して生存着・
遣族への間き取り調査など丁寧に行われていまた ま

た、生存者・遺族を日本に招いて証言集会などを鯛催

されました。1審は敗訴、2審は逆転勝訴、最高裁で

は逆転敗訴 (不当判測 でしたが、異例の付言がつい

たことで後の和解につながりました。

碑を後にし 長い階段を上って、坪野貯水槽まで上
がり、坪野中国人収容所跡・工事現場跡を望みました。

猛暑の中、このフィールドワークの中で一番大変な道

「安野 中国人受難之詢 の説明を目く

山道を65m螢って岬軒貯水構を見学



のりでした しかし、当時中国人たちは、この階段を

重たいセメント袋を肩に担ぎ、何往復もしたと聞かさ

れました。しかも、酷寒のな力靴 も与えられてなかつ

書福寺本堂にパネルを展示
「安野発電所への中国人強

“

違徹  (全 25枚 )

フエンスの■下を中国人が掘つた導水トンネルが走つている。
今年はじめてプログラムに加えた地点 (澪浪)

たので、セメント袋を足に巻き付け、外れないように

縄で縛り、雪道を通つたので丸 食事と言えば、男性

の握り拳大の優頭が1個だけという粗末なものだつた

そうで九 体力がなくなり、セメント袋を1人で担げ

ず、2人で担いでいた人もいたということで丸

その後、善福寺に行き、パネルゃ トロッコの模型を

見ながら説明を聞きました。
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に足を運ぶことが ,きず、「i原さんから説明を受 :ま

番草収容所跡 く左手の杉林0中

した.栗栖さんのお父さんは、1945年 2月 から秀草

の中国人収容所の監視員をするようになり、当時 15

歳だつた栗栖さんはよくお父さんに連れらc 容ゝ所に
行つていたそうです。収容所の中の様イや中国 のヽ様

子を目の当たりに見てきたそうです.衣 1駐 |まばろ
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で、寝床と言え1飯張りによンロを敷いただ|十 ,右ロ
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いた、満足な食事は与えらオしず、雪道を裸足の人もい
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再びバスに乗り、7∞ メートルほど離れたところに

ある香草の工事現場跡でバスを降りました。昨年まで

の見学地に、今年新たに加えられたところで丸 ここ

では、 トロッコで石を運び出す作業中にケガをし両目
を失明した来継発さんのことが話されました。 トンネ

坪野貯味櫂から,野収容工||の位置を確認す
=

善福寺のかつて幼種園だった部屋で説明を聞く
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確認する (今年1よじめてプログラムに加えた)

ルを出たドリ坂|ま急カープ:こなつており、 トロ,コざ
ひつくり返り崖の下に放り出されました。石が落ちて

きて頭を打ち、目には砂がいつばい入り泥水で日を洗

つただけで、地面に座って仲間の仕事が終わるのを行

つていたそうでれ

治療を受けさせてもらえず、日はだんだん悪くなり、

あまりの病さに自分で片目をつぶし、少し痛みは和ら

いだが両目失明したということでした。人を人と思わ

ぬ扱υヽ こ、これが戦争なのだと痛感しました。

最後に、J暑収容所跡と取水口に行き、平和公園に

帰つてきました。

強制連行された中国人の方たちは、訳もわからず収

容所に連れてこられ、そこから日本で強制労働をさせ

られました。人生を奪われ、健康を奪われ、命を奪わ

れた人もいます。そして、家族は、突然いなくなつた

夫、父親、息子の消息もわからず、生活が一変したと

思いま丸 幸いにも帰国できた方たちも、健康を害し

満足に仕事もできない状態で、家族を養うこともでき

ない、子供を学校に行力せ られないなど苦難は続いた

と思いま九

このフィールドワークで、収容所跡地や工事現場跡

地を自分たちの足で歩き、当時の様子を聞き、強制労

働の苦難、戦争の悲惨さをFl身で感じ取ることができ

ました。戦争、平和について学U考える意義み■,・ :

―ルドワークであったと思いまt私 たら|ま こうt
た歴史を語り継ぎ、日中友好、反戦平和に向|すた運動

を力強く構築していく責任があると、改めて認識した

フィールドワークでした。
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九 広島で暮らした中国の方々が受けた差別や、日本の力1害の

歴史にも日を向けていかなければと思いま丸 特に印象に残つ

ているのは未さんのお話t16才 で日本に連れてこられ 失
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トロンコの力~ブ、崖など、自分の自で確認できる■容がこ

でも勉強:こなりました。豊富な資料も宗晴らしかつたで|ヽ 来
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強制連行をハッキリとした説男ができている.平和運動的:こ

広島に来たが、r_島でこのようなガイドを聞:するとは意外でし

た。もつと大きな規模で活動し、広めてもら1ヽた:=
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戦争が ,ヽたら■人間性0崩壊 スは過ちを犯すことを、改め
て強く感じました.安野つ和解に至るまでの通
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時の中●の |ヽヽと今のユ府の
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に似ているところがたくさメ,

あり 平市li賛する様々な法菫礎の戦中との華似性とヨなつま
した。
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途中で中止されたそうですが そのような人たちが見在

もなお少なからずいるということから目を背けず学び続けると

共に、冷静に、穏や力ヽこ、そして力強く、反戦・完多1撤廃の意

を示していきたいと思いま丸 本国は本当にありがとうござい

ました。


